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中国大学生の間に多発する英語ライティングにおける盗用問題は世界中で多くの教育研究者の注目を集め

ている。その中で「文化の違い」理論は論点の一つになっている。多くの研究者がこの理論を支持する一方、

盗用問題に関して「文化的違い」は存在しないと出張する学者もいる。本研究はこれらの先行論文に触発さ

れ、中国の大学で大学生と英語教師を対象とする調査を行った。本研究の主たる目的はこの理論を歴史や伝

統的視点から考察しながら、現地や海外の英語教育者が当問題を良く理解した上で、より合理的教育法や解

決法を見つけ出すために、中国の大学の全体的な英語教育環境、特に盗用問題に関する現状を忠実に伝える

ことである。そのために、（1）歴史的視点から見た中国のライティングの習慣や教え、（2）中国の大学にお

ける英語教育（主に英作文の教授法に関する）の現状、（3）中国大学生の盗用に対する知識や態度、の三つ

の角度から考察した。 

文献レビュー部分では、大学内の盗用問題に関する様々な視点からの世界中の先行研究、特に「文化の違

い」理論や中国人大学生を研究対象とする代表的な論文を紹介した。さらに、本研究は古代中国の試験制度、

当時主導的な作文スタイル、作文の書き方を習得するための伝統的教学方法、著作権に関する歴史文書や古

代中国の作家はどのように出典を引用するかなどについて考察した。多くの欧米研究者の中国の文化的作文

習慣に対する主流の考え方を批判的に補足する。 

研究手順として、まずは地理的に離れた三つの中国の大学から、四人の英語教師を対象にインタビューを

行った。インタビューの内容は主に以下の四つである：各大学の英語教育システム；各大学のカリキュラム

やそれに応じ実際に採用されている英作文教授法；盗用について何を、どのように教えているのか；具体的

な盗用例。 

インタビューの後に、595 名の中国大学生を対象とし、彼らの盗用に対する態度、知識や実際の経験につ

いてアンケート調査を行った。アンケートは 10 問で構成され、質問 1-9 の結果に関して、ラッシュモデル

という測定法を使って定量分析を行った。質問10は質的データとして単独で分析された。 

インタビューとアンケートの結果分析により、本研究は以下三つの結論に達した。 

1. 一部の欧米研究者の指摘通り、教育史的視点から見ると、「模倣」は作文スキルの習得（特に習得過程

の初期）において、有効手段の一つとして認められていた。この教学法は昔から評価され、長く実践されて

いたことが、多くの古代中国の文献からも示唆される。また、「科挙」という古代中国特有の中央試験制度

は、厳格に規定された体裁などにより、独創性ではなく形式主義の作文スタイルを助長していた。この習慣

は時として「模倣」能力を過度に強調、評価していた可能性もある。しかし、「盗用」は中国の歴史上にお



いても、容認できる行為として社会に認められたことはなかった。多くの人は無意識にある程度「模倣」と

「盗用」を混同している可能性はあるが、作文スキルの一つとしての「模倣」と「盗用」の間には根本的な

違いがある。実際いくつかの歴史記録に示されているように、現在の「著作権」によく似た概念が古代中国

にも存在しており、古代中国の作家も現在一般的に使われている引用法によく似た方法で出典を明らかにし

ていた。結論として、「模倣」は作文スキルの一つとして中国の歴史上評価・実践されてきたが、中国の歴

史文化自体が「盗用」を推奨しているという説に関して必然性は見られない。 

2. 本研究は英語教師を対象としたインタビューやカリキュラム、教材、レッスンプランなどを要約し、中

国の英語教育体制を明らかにした。CET-4（英語専攻の学生には TEM-4）という英語能力試験が学生の卒業や

就職に多大な影響力を持っているため、中国の大学英語教育制度は全体的にこの試験対策を中心にしている。

CET-4・TEM-4 で合格点を取るために、作文の体裁に応じた「テンプレート」を暗記し、自分の作文に適用す

る英作文法が主流になっている。一方、著作権や盗用に関する知識は授業では基本的に扱っていない。 

3. 中国大学生を対象としたアンケート調査を分析した結論、大多数の学生は盗用の経験がない、または殆

ど無いと報告したが、彼ら自身は盗用を正しく判断できる知識を持っていない可能性も高い。現在中国大学

の英語教育・試験制度や実際広く使われている「テンプレート」式の英作文教授法は、結果として中国大学

生の盗用や著作権に関する知識の少なさやそれらに対する高い容認度に直結していると考えられる。 

結論部分では、本研究の不足点やそれらに基づいたさらなる研究のための課題を挙げ、中国大学生の間に

多発する盗用問題について、中国国内及び海外大学の教育研究者に向けて、問題の理解と、より効果的、合

理的な解決法も提案した。 


